
札幌市市有施設アスベスト管理台帳の令和元年度取りまとめ結果について（その２）

1 札幌市市有施設アスベスト台帳登録件数（保温材等）

令和元年度取りまとめ結果（石綿含有保温材・耐火被覆材・屋根用折板石綿断熱材）

使用頻度「高」
5,786箇所（384施設）

使用頻度「低」「不使用」
456箇所（208施設）

状態Ⅲ
6,242箇所（501施設）

未措置（露出）
6,250箇所（501施設）

措置済み※３

550箇所（239施設）

使用あり※１

6,800箇所（597施設）

使用なし※２

1,077箇所（167施設）

保温材等台帳登録件数
7,877箇所（694施設）

石綿含有保温材
5,754箇所（382施設）

石綿含有耐火被覆材
32箇所（10施設）

○参考）露出している建材の劣化状態及びそれに対する措置について

※３囲い込み施設、薬剤による封じ込め施設を示す。

※２ 除去・解体済み施設及び分析結果等
で「含有なし」となった施設を含む。

※１ アスベスト含有とみなしている施設を含む。

劣化状態 措置

状態I
（著しい損傷、劣化）

早急に除去等の改修を行う。
（保温材の保護材が剥離し、露出した保温材の繊維のくずれ等が
見られる。）

状態II
（部分的な損傷、劣化）

補修を行い、維持管理を行う。また、今後の計画的な除去等の改
修を行う。
（保温材の保護材が部分的に剥離しているが保温材は露出してい
ない。）

状態III
（通常）

維持管理を行う。
（保温材及び耐火被覆材が安定しており、劣化も進んでいない。）

状態I
０箇所（０施設）

状態Ⅱ
８箇所（５施設）

使用頻度「低」「不使用」
８箇所（５施設）

石綿含有保温材
７箇所（４施設）

石綿含有耐火被覆材
０箇所（０施設）

石綿含有保温材
397箇所（194施設）

石綿含有耐火被覆材
49箇所（17施設）

屋根用折板石綿断熱材
10箇所（10施設）

屋根用折板石綿断熱材
０箇所（０施設）

屋根用折板石綿断熱材
１箇所（１施設）

資料１－２

2 露出している状態Ⅱの石綿含有保温材等の使用状況

劣化状態 使用頻度 所管局 施設（使用箇所）※４ 建築年 石綿含有建材の種類（箇所数） 今後の対応

状態Ⅱ 低

下水道河川局 定山渓水再生プラザ（資材庫） 1970年（昭和45年） 屋根裏折板断熱材（１箇所） R3年度に除去予定

環境局 発寒清掃工場（工場棟配管） 1992年（平成４年） 保温材（１箇所）※５ R3年度に保護材補修予定

交通局

西１１丁目駅（ポンプ室配管） 1976年（昭和51年） 保温材（３箇所）※５ R4年度に除去予定

南郷７丁目駅（ポンプ室配管） 1982年（昭和57年） 保温材（２箇所）※５ R3年度に除去予定

西車両基地（作業場配管） 1976年（昭和51年） 保温材（１箇所）※５ R6年度に除去予定

※４いずれの使用箇所とも市民の立入がない室内である。 ※５含有しているとみなしている建材


